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ボーリ ング柱状図

調 査 名 令和1年度　道改交金　第142号-16令和1年度　道改交金　第141-20号-12

事 業 ・ 工 事 名 白 浜 久 木 線 交 付 金 道 路 改 良 調 査 業 務

ボ ー リ ン グ 名 BV-1(トンネル①　起点側:鉛直) 調 査 位 置 和 歌 山 県 西 牟 婁 郡 白 浜 町 庄 川 外 地 内 北 緯 3 3 ° 3 9 ’ 1 4 . 7 ”

東 経 1 3 5 ° 2 6 ’ 4 1 . 1 ”発 注 機 関 西 牟 婁 振 興 局 建 設 部 調査期間 令 和  2 年  1 1 月  3 日  ～  2 年  1 1 月  6 日

調 査 業 者 名
有 限 会 社 熊 野 路 測 量 設 計

電話 ( 0 7 3 - 4 7 7 - 3 1 6 4 )
主 任 技 師 島 田 博 式

現 場
代 理 人

宮 本 郁 也
コ ア
鑑 定 者

島 田 博 式
ボーリング
責 任 者

森 田 敏 和

孔 口 標 高 161.55m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M 製  Y B M - 0 5 - A 2

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー 製 T F - 7 0 V - E ポ ン プ 中 央 工 業 製  ミ ニ F総 掘 進 長  16.00m

ボーリングNo 

シートNo 

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

標

高

(m)

161.45

160.60

148.65

147.35

145.55

深

度

(m)

0.10

0.95

12.90

14.20

16.00

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

腐葉土。表土 暗褐
細砂主体。全体にシルト多く混入。
φ15mmまでの角～亜角礫混入。
部分的に粘土やや多く混入。

礫混じ
り シル
ト 質砂

黄

褐

角礫～くり抜き長10cm程度の岩塊を多く
混入。角礫･岩塊は弱風化した中硬質の砂
岩。
土砂部は細砂主体。不均質に粘土混入。

玉

石

混

じ

り

砂

礫（

移

動

土

塊）

灰

褐～

褐

灰

細粒砂岩主体。水平～10°程度傾斜した
堆積構造が認められる。
岩片は概ね新鮮で硬質。割れ目、潜在割
れ目の周辺で淡く酸化変色。
コアは片状～30cmの棒状。割れ目は50°
傾斜したものが目立つ。

Ⅲ

a

～

b

割れ目少なくなり、コアは25cm～1m超の
棒状。
割れ目は堆積構造に沿う水平方向。
割れ目の酸化変色は認められない。

砂

岩

暗

灰
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

調 査 名 令和1年度　道改交金　第142号-16令和1年度　道改交金　第141-20号-12

事 業 ・ 工 事 名 白 浜 久 木 線 交 付 金 道 路 改 良 調 査 業 務

ボ ー リ ン グ 名 BV-2(トンネル①　起点側:鉛直) 調 査 位 置 和 歌 山 県 西 牟 婁 郡 白 浜 町 庄 川 外 地 内 北 緯 3 3 ° 3 9 ’ 1 4 . 5 ”

東 経 1 3 5 ° 2 6 ’ 4 2 . 4 ”発 注 機 関 西 牟 婁 振 興 局 建 設 部 調査期間 令 和  2 年  1 0 月  2 0 日  ～  2 年  1 0 月  2 7 日

調 査 業 者 名
有 限 会 社 熊 野 路 測 量 設 計

電話 ( 0 7 3 - 4 7 7 - 3 1 6 4 )
主 任 技 師 島 田 博 式

現 場
代 理 人

宮 本 郁 也
コ ア
鑑 定 者

島 田 博 式
ボーリング
責 任 者

佐 本 守 生

孔 口 標 高 176.02m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M 製  Y B M - 0 5 - D A 2

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー 製  T F V E 9 ポ ン プ ヤ ン マ ー 製総 掘 進 長  26.00m

ボーリングNo 

シートNo 

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

標

高

(m)

154.12

151.12

150.02

深

度

(m)

21.90

24.90

26.00

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

角礫～最大くり抜き長45cmの岩塊を多く
含む。角礫、岩塊は風化により中硬質～
やや軟質化した砂岩。
土砂部は細砂主体。シルトを多く混入。
礫、岩塊周辺部には粘土を混入すること
がある。

玉

石

混

じ

り

砂

礫（

移

動

土

塊）
灰

褐～

褐

灰

細粒砂岩。水平～5°程度傾斜した堆積構
造が認められる。
岩片は概ね新鮮で硬質。コアは5～30cm程
度の短棒～棒状。層理に沿って分離する
ことが多い。
割れ目は60°前後のものが卓越。GL-24.
00m付近では85°の高角割れ目が認められ
る。
GL-22.20m付近、層理面に厚さ5mm程度の
粘土を挟む。

Ⅲ

a～

b

コアは最長75cmの棒状で採取される。
岩片は概ね新鮮だが、割れ目の酸化変色
は認められる。
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

調 査 名 令和1年度　道改交金　第142号-16令和1年度　道改交金　第141-20号-12

事 業 ・ 工 事 名 白 浜 久 木 線 交 付 金 道 路 改 良 調 査 業 務

ボ ー リ ン グ 名 BV-3(トンネル①　終点側:鉛直) 調 査 位 置 和 歌 山 県 西 牟 婁 郡 白 浜 町 庄 川 外 地 内 北 緯 3 3 ° 3 8 ’ 5 9 . 7 ”

東 経 1 3 5 ° 2 7 ’ 2 0 . 3 ”発 注 機 関 西 牟 婁 振 興 局 建 設 部 調査期間 令 和  2 年  1 0 月  8 日  ～  2 年  1 0 月  1 5 日

調 査 業 者 名
有 限 会 社 熊 野 路 測 量 設 計

電話 ( 0 7 3 - 4 7 7 - 3 1 6 4 )
主 任 技 師 島 田 博 式

現 場
代 理 人

宮 本 郁 也
コ ア
鑑 定 者

島 田 博 式
ボーリング
責 任 者

提 中 礼 男

孔 口 標 高 173.34m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

45°

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M 製  Y B M - 0 5

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー 製  T F 9 0 V - E ポ ン プ 中 央 工 業 製  ミ ニ F総 掘 進 長  26.00m

ボーリングNo 

シートNo 

標

尺

(m)

1
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168.64

161.29

147.34

深

度

(m)

2.80

4.70

12.05

26.00
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図

岩

種
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調

硬

軟
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形
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れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

礫はφ40mmまでの角～亜角礫。
マトリックスは細砂主体。全体にシルト
混入。不均質に粘土、所々にやや多く混
入。
GL-0.65m付近、GL-1.80m付近に有機物混
入。
GL-1.00m付近に木根混入。

粘

土

混

じ

り

砂

礫

褐

灰

細粒砂岩主体。水平～5°程度傾斜した堆
積構造が認められる。
GL-4.70mまでは岩片は硬～中硬質で、コ
アは5cm前後の短棒状主体。
割れ目は層理に沿うものと、60°程度傾
斜したものが主体。
所々割れ目に薄く粘土を挟む。

灰～

暗

灰

B

～

C

Ⅳ b w3 h2

岩片は概ね新鮮で、硬質となる。
コアは5～10cm程度の短棒状が主体である
が、所々に片状部を挟む。
割れ目は上記と同様で、70～80°傾斜し
たものも目立つようになる。
GL-8.35m付近の高角割れ目に厚さ1～2mm
の粘土を挟む。それ以外は挟在物は認め
られない。
割れ目面の酸化変色は認められる。

Ⅲ
～

Ⅳ

コア状態は上層と概ね同様であるが、斜
め割れ目の影響が少なくなり、層理に沿
った水平面での分離が主体となる。
コアは10～15cmの短棒状が主体。所々割
れ目集中により角礫状となる部分を挟む。
泥岩の薄層を挟んでおり、深度と共にや
や多く挟むようになる。
GL-25.60～25.70m間には、細礫化した泥
岩の薄層を2層挟む。
GL-16.00m付近までは割れ目の酸化変色は
認められないが、それ以深では割れ目の
酸化変色が認められる。
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

調 査 名 令和1年度　道改交金　第142号-16令和1年度　道改交金　第141-20号-12

事 業 ・ 工 事 名 白 浜 久 木 線 交 付 金 道 路 改 良 調 査 業 務

ボ ー リ ン グ 名 BV-4(トンネル①　終点側:鉛直) 調 査 位 置 和 歌 山 県 西 牟 婁 郡 白 浜 町 庄 川 外 地 内 北 緯 3 3 ° 3 8 ’ 5 9 . 3 ”

東 経 1 3 5 ° 2 7 ’ 2 0 . 8 ”発 注 機 関 西 牟 婁 振 興 局 建 設 部 調査期間 令 和  2 年  1 0 月  2 8 日  ～  2 年  1 0 月  3 0 日

調 査 業 者 名
有 限 会 社 熊 野 路 測 量 設 計

電話 ( 0 7 3 - 4 7 7 - 3 1 6 4 )
主 任 技 師 島 田 博 式

現 場
代 理 人

宮 本 郁 也
コ ア
鑑 定 者

島 田 博 式
ボーリング
責 任 者

芝 崎 正 剛

孔 口 標 高 158.18m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 地 下 工 機 製  D 1 - C - S 1

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー 製  T F 1 2 0 V - E ポ ン プ 中 央 工 業 製  S E H - M I F総 掘 進 長  15.00m

ボーリングNo 

シートNo 

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

標

高

(m)

157.68

151.38

148.68

143.18

深

度

(m)

0.50

6.80

9.50

15.00

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

シルト質砂礫。腐葉土、落葉、木根混入。表土 暗褐

礫はφ40mmまでの角礫主体。亜角礫少量
混入。礫率80％以上。
マトリックスは細砂主体。シルト～粘土
を多く混入。

粘

土

混

じ

り

砂

礫

暗

黄

褐～

灰

褐

GL-8.50m付近までコアは角礫状で、間隙
を砂～細礫混じり細粒土が充填する形。
それ以深では角礫状コア主体。
岩片は中硬質だが、コア全体としては軟
質。
割れ目は85°以上の高角なものが目立つ。

褐～

黒

灰

D Ⅴ

c
～

d

w4

～

w5

h2

～

h3

細･中粒砂岩と黒色泥岩の互層。堆積構造
は概ね水平。
弱風化により、砂岩は全体に淡く酸化変
色し中硬質。泥岩は潜在割れ目や層理面
に沿って酸化変色。
コアは片状主体。短棒～棒状部もあるが、
縦割れ目により分離している。
所々割れ目に粘土を挟む。
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･
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岩

互
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淡
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

調 査 名 令和1年度　道改交金　第142号-16令和1年度　道改交金　第141-20号-12

事 業 ・ 工 事 名 白 浜 久 木 線 交 付 金 道 路 改 良 調 査 業 務

ボ ー リ ン グ 名 BH-1(トンネル①　起点側：水平) 調 査 位 置 和 歌 山 県 西 牟 婁 郡 白 浜 町 庄 川 外 地 内 北 緯 3 3 ° 3 9 ’ 1 4 . 7 ”

東 経 1 3 5 ° 2 6 ’ 4 1 . 0 ”発 注 機 関 西 牟 婁 振 興 局 建 設 部 調査期間 令 和  2 年  9 月  2 4 日  ～  2 年  1 0 月  3 0 日

調 査 業 者 名
有 限 会 社 熊 野 路 測 量 設 計

電話 ( 0 7 3 - 4 7 7 - 3 1 6 4 )
主 任 技 師 島 田 博 式

現 場
代 理 人

宮 本 郁 也
コ ア
鑑 定 者

島 田 博 式
ボーリング
責 任 者

森 田 敏 和

孔 口 標 高 160.72m
角

度

180°

0°

90°上

下

91° 方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

102°

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M 製  Y B M - 0 5 - A 2

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー 製  T F 7 0 V - E ポ ン プ 中 央 工 業 製  ミ ニ F総 掘 進 長  78.00m

ボーリングNo 

シートNo 

標

尺

(m)
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高

(m)

160.72
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柱
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種
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硬

軟
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形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

シルト～細砂を多く混入する腐植土。表土 暗褐
礫はφ30mmまでの亜円礫主体。0.60m付近
にはくり抜き長80mmの玉石を混入。
マトリックスは粘土質細砂。下部ほど粘
土多い。全体に有機物片を混入。

粘土質
砂礫

黄

褐

角礫～岩塊の間を細礫混じりの粘土質土
砂が埋めるような状態。
岩塊は弱風化した中硬～硬質な砂岩。
コアはくり抜き長30cm程度の棒状で採取
される。
土砂部の粘土は不均質に混入。
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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161.76
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43.00

59.80

67.30

岩塊の間に土砂を挟まなくなり、岩盤の
ように見える。
コアは棒状部と片状部をくり返す。

再び岩塊の間に土砂を挟むようになる。
土砂は細礫混じりの粘土質土砂であるが、
62.85～62.95m間は均質な細砂を挟む。

67.30m付近以降の岩盤との境界面は、掘
進方向に対して20°傾斜しており、境界
面には厚さ5～15mmの軟弱な細礫混じり粘
土を挟む。
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68
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進方向に対して20°傾斜しており、境界
面には厚さ5～15mmの軟弱な細礫混じり粘
土を挟む。

細～中粒砂岩主体。岩片は強風化により
全体に淡く変色し、中硬質。
コアは片状～短棒状。短棒状でも縦割れ
目によって分離したり、潜在割れ目が発
達することがある。割れ目には土砂や粘
土を挟み、酸化変色が認められる。

褐

灰～

赤

褐

C Ⅳ c h2

岩片は弱風化しており、中硬～硬質。
コアは10cm前後の短棒状主体。潜在割れ
目が発達しており、所々で角礫～片状と
なる。

褐

灰～

灰

B

～

C

Ⅳ

～

Ⅲ

b

～

c

h1

～

h2

片状コア主体。褐灰 C Ⅳ c

w3

h2

72.70mまでは風化角礫混じりシルト状。
72.70～72.85m間は風化岩片が残存。
72.85m以降は掘進方向に対して30°傾斜
する厚さ3cmの白色のシルト質粘土。

赤

褐
E Ⅵ d w5 h4

岩片は73.05mまでは弱風化により変色。褐灰 C Ⅲ c w3 h2

岩片は概ね新鮮で硬質。コアは10～20cm
の短棒～棒状主体。一部高角割れ目や潜
在割れ目により分離して片状。割れ目面
には酸化変色が認められる事がある。
76.10mの掘進方向に対して30°傾斜する
割れ目に厚さ1.5cmの赤褐色化した細礫･
砂混じりの粘土を挟む。

Ⅱ

～

Ⅲ

前層と概ね同様であるが、割れ目間隔が
小さくなり数cmの短棒状コア主体となる。
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ボーリ ング柱状図

調 査 名 令和1年度　道改交金　第142号-16令和1年度　道改交金　第141-20号-12

事 業 ・ 工 事 名 白 浜 久 木 線 交 付 金 道 路 改 良 調 査 業 務

ボ ー リ ン グ 名 BH-2(トンネル①　終点側：水平) 調 査 位 置 和 歌 山 県 西 牟 婁 郡 白 浜 町 庄 川 外 地 内 北 緯 3 3 ° 3 8 ’ 5 9 . 3 ”

東 経 1 3 5 ° 2 7 ’ 2 0 . 8 ”発 注 機 関 西 牟 婁 振 興 局 建 設 部 調査期間 令 和  2 年  1 0 月  1 6 日  ～  2 年  1 0 月  2 5 日

調 査 業 者 名
有 限 会 社 熊 野 路 測 量 設 計

電話 ( 0 7 3 - 4 7 7 - 3 1 6 4 )
主 任 技 師 島 田 博 式

現 場
代 理 人

宮 本 郁 也
コ ア
鑑 定 者

島 田 博 式
ボーリング
責 任 者

芝 崎 正 剛

孔 口 標 高 157.17m
角

度

180°

0°

90°上

下

92° 方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

316° 地
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試 錐 機 東 邦 地 下 工 機 製  D 1 - C - S 1

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー 製  T F 1 2 0 V - E ポ ン プ 中 央 工 業 製  S E H - M I F総 掘 進 長  50.00m
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標

高

(m)
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157.89

深

度

(m)
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7.10

15.70

20.70
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状
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種
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硬
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コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

シルト～細砂、φ20mmまでの角礫を混入
する腐植土。

表
土

黄
褐

礫はφ60mmまでの角礫主体。φ20～30mm
が多い。全体に礫率80％程度以上。
マトリックスは細～中砂主体。粗砂、粘
土を混入。礫間を充填するように分布。

粘

土

混

じ

り

砂

礫

黄

褐～

褐

灰

細粒砂岩主体。中粒砂岩を挟む。
岩片は、10.20m付近までは弱風化により
斑に変色している。以深は概ね新鮮。
コアは5～10cm程度の短棒状が主体である
が、潜在割れ目により片状となる部分が
ある。
割れ目には所々で土砂を挟む。特に14.2
0～14.30m間には比較的厚く土砂を挟んで
いる。

褐

灰～

暗

灰

B～

C

Ⅲ～

Ⅳ

b～

c

w2～

w3

コアは10～20cm程度の棒状が主体となる
が、所々に片状部を挟む。
割れ目の挟在物はほとんど認められない。
所々で割れ目面の酸化変色は認められる。

Ⅲ

コアは20～30cm程度の棒状が主体となる。
前層より片状部が少なくなる。
ただし、25.95m付近、28.95付近では細片
化し砂を挟む。
また、21.30m付近の割れ目には1mm程度の
厚さで赤褐色の土砂を挟む。
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29.60

50.00

コアは30cm程度以上の棒状が主体となる。
一部に10cm程度の短棒状や片状部を挟む。
割れ目の挟在物はほとんど無いが、42.4
0m付近の層理に沿った低角割れ目には1m
m以下の厚さで土砂を挟む。
所々割れ目面の酸化変色は認められる。
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